
の
は
じ
め
、「
今
年
一
年
が
い
い
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
新
し
い
年
の

幸
せ
を
願
う
の
が
小
正
月
行
事
で
あ

り
「
六
郷
の
カ
マ
ク
ラ
」
も
こ
の
一
つ
で
す
。
多

く
の
小
正
月
行
事
が
観
光
化
さ
れ
て
い
く
中
、
今

な
お
小
正
月
行
事
本
来
の
姿
を
保
ち
、
住
民
の
伝

承
意
欲
も
高
い
こ
と
か
ら
、「
六
郷
の
カ
マ
ク
ラ
」

は
昭
和
57
年
1
月
14
日
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

7
0
0
年
の
歴
史
が
あ
る
と
さ
れ
る
「
六
郷
の

カ
マ
ク
ラ
」で
す
が
、そ
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
は

諸
説
あ
り
ま
す
。有
力
な
説
が
、鎌
倉
時
代
に
六
郷

の
地
頭
と
な
っ
た
二
階
堂
氏
が
伝
え
た
、
京
都
御

所
で
行
わ
れ
て
い
た
正
月
の
火
祭
り「
左
義
長（
さ

ぎ
ち
ょ
う
）」の
吉
書
焼
き
の
風
習
が
、
当
時
行
わ

れ
て
い
た
豊
作
祈
願
の
農
耕
予
祝
行
事
（
ど
ん
ど

焼
き
、
鳥
追
い
行
事
な
ど
）
に
混
ざ
り
合
っ
た
と

い
う
も
の
で
す
。

　

２
月
12
日
、
新
し
い
年
の
願
い
事
が
書
か
れ
た

「
天
筆
」
が
各
家
の
戸
口
に
立
て
ら
れ
ま
す
。
町

内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
「
ト
リ
ゴ
ヤ
」
が
作
ら
れ
、

そ
の
中
で
餅
や
ミ
カ
ン
を
食
べ
な
が
ら
談
笑
に
ふ

け
り
ま
す
。
15
日
の
夜
、
人
々
が
「
天
筆
」
を
持

っ
て
諏
訪
宮
前
の
カ
マ
ク
ラ
畑
に
集
ま
り
、
神
主

の
祝
詞
に
続
い
て
中
央
に
あ
る
２
基
の
松
ニ
オ
に

火
が
入
れ
ら
れ
る
と
、人
々
は
そ
の
火
で
「
天
筆
」

を
焼
き
ま
す
。
天
筆
焼
き
の
前
後
に
は「
竹
う
ち
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
願
い
事
が
叶
う
か
叶
わ
な
い
か

の
吉
凶
行
事
で
す
。
こ
れ
が「
六
郷
の
カ
マ
ク
ラ
」

の
基
本
の
形
で
す
。

年
「
今
年
一
年
が

年
で

「
今
年
一
年
が

年
で

5

夜

人

が
「
天
筆
」

夜

人

が
「
天
筆
」

持

六
郷
の
カ
マ
ク
ラ

六
郷
の
カ
マ
ク
ラ

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
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天　

筆
日
、町
内
で
は
「
天
筆
」
が
書
か
れ
ま
す
。

「
天
筆
」
は
緑
、
黄
色
、
赤
、
白
、
青
の

順
に
色
紙
を
３
度
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
作
ら

れ
、
長
さ
は
各
自
の
好
み
に
も
よ
り
ま
す
が
、
3
か

ら
5
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
す
。

　
「
天
筆
」
に
書
く
代
表
的
な
文
句
の
例
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

　
「
奉
納  

鎌
倉
大
明
神  

天
筆
和
合
楽  

地
福
円
満
楽    

【
自
分
の
願
い
】  

あ
ら
た
ま
の  

年
の
は
じ
め
に
筆
と

り
て  

よ
ろ
ず
の
宝  

か
く
ぞ
あ
つ
む
る  

〇
年
正
月
吉

日  【
氏
名
】  

敬
白
」

　

自
分
の
願
い
を
込
め
た
言
葉
は
、
交
通
安
全
楽
、

恋
愛
成
就
楽
、
学
問
向
上
楽
な
ど
「
○
○
○
○
楽
」

の
形
で
書
き
入
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
「
天
筆
」
は
青
竹
の

先
に
結
ん
で
戸
口
の
前
や
ト
リ
ゴ
ヤ
の
周
り
に
立
て

ら
れ
ま
す
。「
六
郷
の
カ
マ
ク
ラ
」
期
間
中
は
沿
道

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
「
天
筆
」
が
立
て
ら

れ
、
一
斉
に
風
に
な
び
く
様
子
は
壮
観
で
す
。

　

15
日
、
掲
揚
さ
れ
た
天
筆
は
カ
マ
ク
ラ
畑
に
集
め

ら
れ
、
願
い
事
を
神
様
に
届
け
る
た
め
に
焼
か
れ
ま

す
。
こ
の
時
、
火
の
粉
を
浴
び
る
と
一
年
間
病
気
を

し
な
い
、
そ
の
火
で
餅
を
焼
い
て
食
べ
る
と
一
年
間

風
邪
を
ひ
か
な
い
、
焼
か
れ
た
天
筆
が
高
く
舞
い
上

が
る
と
成
績
も
上
が
り
、

文
字
も
上
手
に
な
る

と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

11

か
く
ぞ
あ
つ
む
る　
平
成
二
十
九
年
正
月
吉
日  

美
郷
の
ミ
ズ
モ  

敬
白

奉
納 

鎌
倉
大
明
神 

天
筆
和
合
楽 

地
福
円
満
楽

あ
ら
た
ま
の 

年
の
は
じ
め
に
筆
と
り
て 

よ
ろ
ず
の
宝

ズ
モ

敬
白

天
れ
、
長

ら
5
メ

美
郷
円
満
楽
…

ミ
ズ
モ
人
気
楽
…

地
域
安
全
楽
…

と
言
い
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
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